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第３章 拡 張 ⑩ 拡
張
を
続
け
る
神
経
科
学
の

技
術
や
世
界
は
、
今
や
決
し
て

研
究
室
の
中
だ
け
に
と
ど
ま
ら

な
い
。
実
生
活
に
、
着
実
に
恩

恵
や
変
化
を
与
え
て
い
る
。

西
毛
地
域
の

代
女
性
は

数
年
前
、
両
耳
が
突
然
聞
こ
え

な
く
な
っ
た
。
補
聴
器
で
は
ど

う
に
も
な
ら
な
い
重
度
の
失

聴
。
筆
談
で
し
か
意
思
疎
通

で
き
な
く
な
っ
た
。
商
店
を
営

み
、
客
と
の
会
話
を
生
き
が
い

に
し
て
い
た
。
提
案
さ
れ
た

外
科
的
手
術
を
受
け
る
こ
と

に
、
迷
い
は
ほ
ぼ
な
か
っ
た
と

い
う
。

人
工
内
耳
。
脳
内
に
機
器
を

埋
め
込
み
、
音
を
直
接
、
神
経

細
胞
に
届
け
る
仕
組
み
だ
。
人

間
と
機
械
を
つ
な
げ
る
ブ
レ
ー

ン
・
マ
シ
ン
・
イ
ン
タ
ー
フ
ェ

ー
ス
（
Ｂ
Ｍ
Ｉ
）
の
、
最
も
身

近
な
例
の
一
つ
と
さ
れ
る
。

女
性
は
聞
こ
え
る
よ
う
に

な
り
、
再
び
店
先
で
生
き
が

い
を
楽
し
む
。
「
や
っ
て
良
か

っ
た
よ
、
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

医
師
冥

み
ょ
う

利り

に
つ
き
ま
す
」
。

手
術
し
た
群
馬
大
大
学
院
医
学

系
研
究
科
助
教
、
御み

任と
う

一
光

伊
勢
崎
市
出
身

は
語

る
。こ

の
症
例
を
含
め

例
を
手

が
け
た
。
１
歳
児
も
含
む
。

人
工
内
耳
と
補
聴
器
の
違
い

は
何
か
。
御
任
の
説
明
を
基
に

詳
し
く
見
て
い
こ
う
。

耳
に
入
っ
た
音
は
通
常
、
鼓

膜
を
振
る
わ
せ
、
こ
の
振
動
が

内
耳
の
蝸か

牛
ぎ
ゅ
う

と
呼
ば
れ
る
渦

巻
き
状
の
器
官
に
伝
わ
る
。
振

動
は
こ
の
中
で
電
気
信
号
に
変

わ
る
。
信
号
は
聴
神
経
を
介
し

て
脳
に
伝
わ
り
、
神
経
細
胞
が

音
と
し
て
捉
え
る
。

「
つ
ま
り
、
耳
と
脳
が
働
い

て
、
初
め
て
『
聞
こ
え
る
』
わ

け
で
す
」
。
失
聴
は
い
ず
れ
か

が
不
調
に
な
っ
て
生
じ
る
。

人
工
内
耳
の
手
術
は
耳
た
ぶ

の
後
ろ
を
切
開
し
て
頭
蓋
骨
の

一
部
を
削
り
、音
の
受
信
機
と
、

蝸
牛
を
直
接
刺
激
す
る
電
極
を

埋
め
込
む
。
髪
を
そ
る
こ
と
は
、

今
は
ほ
ぼ
な
い
。

患
者
は
ま
た
、
外
界
の
音
を

マ
イ
ク
で
拾
う
機
器
を
頭
皮
の

外
側
に
装
着
。
こ
の
機
器
が
、

音
の
受
信
機
に
信
号
を
伝
え
る

こ
と
で
「
聞
こ
え
る
」
仕
組
み

だ
。
手
術
後
は
言
語
聴
覚
士
と

リ
ハ
ビ
リ
し
、
慣
ら
し
つ
つ
聞

き
取
れ
る
音
を
増
や
す
。

「
補
聴
器
は
音
を
大
き
く
す

る
ス
ピ
ー
カ
ー
の
よ
う
な
も

の
。
人
工
内
耳
は
、
聴
神
経
に

信
号
を
直
接
送
る
も
の
で
、
仕

組
み
自
体
が
全
く
異
な
り
ま

す
」国

内
の
人
工
内
耳
手
術
件
数

は
１
万
３
９
４
２
件
（
２
０
１

９
年
時
点
）
で
、
保
険
が
適
用

さ
れ
、
行
政
か
ら
補
助
金
も
出

る
。
た
だ
、
対
象
は
基
準
以
上

の
重
度
の
難
聴
に
限
ら
れ
る
。

関
係
学
会
は
、
乳
児
で
重
度

の
難
聴
の
場
合
、
原
則
１
歳
か

ら
手
術
を
受
け
ら
れ
る
と
の
基

準
を
示
す
。
御
任
も
重
度
の
難

聴
が
疑
わ
れ
る
場
合
、
脳
波
な

ど
で
確
か
め
、
必
要
が
あ
れ
ば

早
期
の
手
術
を
勧
め
る
。
背
景

に
は
、
乳
幼
児
が
言
葉
を
獲
得

す
る
上
で
大
切
な
「
臨
界
期
」

が
あ
る
。
「
２
歳
半
く
ら
い
ま

で
が
と
て
も
大
切
」

技
術
の
進
化
は
な
お
続
く
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
音
声
を
直

接
、
頭
の
中
の
受
信
機
に
送

る
ア
プ
リ
が
近

年
誕
生
。
県

内
で
も
活
用
し
て
い
る
人
が
既

に
い
る
。
通
常
の
電
話
越
し

だ
と
聞
こ
え
に
く
く
、
会
話
が

難
し
い
人
も
、
問
題
な
く
話
せ

る
。人

工
内
耳
手
術
で
１
０
０
％

聴
力
が
戻
る
わ
け
で
は
な
い
。

一
線
で
難
聴
と
向
き
合
う
御
任

は
そ
の
先
を
見
通
す
。
「
今
は

機
器
の
改
良
が
主
体
だ
が
、
脳

研
究
が
さ
ら
に
進
め
ば
、
脳
の

聴
覚
野
を
直
接
刺
激
し
て
、
音

が
認
識
で
き
る
仕
組
み
も
で
き

る
か
も
し
れ
な
い
」（

敬
称
略
）

聞
こ
え
な
い
と
認
知
症
の
リ
ス
ク
が
高
ま
る
と
い
う

研
究
が
あ
る
と
い
う

社
会
的
な
関
わ
り
が
減
る
の

が
大
き
い

人
工
内
耳
を
利
用
す
る
人
は
増
え
る
の

で
は

と
御
任

手
前
は
人
工
内
耳
の
機
器

来
春
完
成
予
定
の
新
太
田
市

民
体
育
館
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ

ツ（
施
設
命
名
権
）に
つ
い
て
、

市
は

日
、
ス
ポ
ン
サ
ー
企
業

が
オ
ー
プ
ン
ハ
ウ
ス
・
デ
ィ
ベ

ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
（
東
京
都
）
、

愛
称
が
「
オ
ー
プ
ン
ハ
ウ
ス
・

ア
リ
ー
ナ
・
オ
オ
タ
」
に
決
ま

っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

契
約
は
来
年
４
月
１
日
か
ら

３
年
間
で
、
契
約
金
額
は
年
間

１
千
万
円
（
税
抜
き
）
。
７
月

１
日
〜
８
月
５
日
に
公
募
を
実

施
し
、
同
社
が
応
募
し
た
。

同
体
育
館
は
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

ー
ル
男
子
Ｂ
リ
ー
グ
１
部
（
Ｂ

１
）
群
馬
ク
レ
イ
ン
サ
ン
ダ
ー

ズ
の
ホ
ー
ム
ア
リ
ー
ナ
と
し
て

建
設
中
。
同
社
は
チ
ー
ム
の
オ

ー
ナ
ー
企
業
、
オ
ー
プ
ン
ハ
ウ

ス
の
グ
ル
ー
プ
会
社
で
、
一
戸

建
て
や
マ
ン
シ
ョ
ン
の
開
発
を

行
っ
て
い
る
。

同
体
育
館
を
核
と
し
た
ま
ち

づ
く
り
の
調
査
研
究
や
企
画
立

案
な
ど
の
委
託
先
に
、
プ
ロ
ス

ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
の
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
や
営
業
戦
略
支
援
な
ど
を

手
が
け
る
ス
ポ
ー
ツ
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
ラ
ボ
ラ
ト
リ
ー
（
東
京

都
）
を
選
ん
だ
こ
と
も
明
ら
か

に
し
た
。
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ

ル
方
式
で
決
め
た
。
本
年
度
末

ま
で
に
調
査
書
を
つ
く
り
、
来

年
度
事
業
に
反
映
す
る
。

い
ず
れ
も

日
の
市
議
会
市

民
文
教
委
員
会
協
議
会
で
報
告

し
た
。

（
中
村
穂
高
）
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新市民体育館の愛称
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太田市 命名権３年契約
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東
京
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
で
南
ス
ー
ダ
ン
陸
上
競
技
選

手
団
の
長
期
合
宿
を
受
け
入
れ

た
前
橋
市
は

日
、
五
輪
の
レ

ガ
シ
ー
（
遺
産
）
づ
く
り
の
一

環
と
し
て
、
同
国
と
ス
ポ
ー
ツ

交
流
に
関
す
る
協
定
を
締
結
し

た
。
市
は
本
年
度
、
同
国
内
の

ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
サ
ッ
カ
ー
ボ

ー
ル
を
寄
贈
し
、
２
０
２
３
年

度
と
パ
リ
五
輪
が
あ
る

年
度

は
各
年
２
人
ま
で
同
国
選
手
を

受
け
入
れ
る
。

国
際
協
力
機
構（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）

の
「
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
平
和

促
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
一
環

で
来
日
し
て
い
る
同
国
青
年
・

ス
ポ
ー
ツ
省
の
ピ
ー
タ
ー
・
バ

プ
テ
ィ
ス
ト
・
ア
バ
カ
ー
ル
事

務
次
官

と
山
本
龍
市
長
が

同
日
、
市
役
所
で
協
定
書
に
調

印
し
た
。
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
南
ス
ー
ダ

ン
事
務
所
の
吉
田
祐
樹
さ
ん
ら

も
同
席
し
た
。

山
本
市
長
は
「
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の

応
援
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
こ

れ
か
ら
も
友
情
を
育
み
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
し
た
。
ア
バ
カ
ー

ル
氏
は
「
東
京
五
輪
と
そ
の
後

の
継
続
的
な
支
援
、
平
和
促
進

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
る
体
力
向

上
へ
の
尽
力
に
感
謝
す
る
」
と

述
べ
た
。

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
に
よ
る
と
、
同
国

一
行
は

日
ま
で
日
本
に
滞
在

す
る
予
定
。

日
は
サ
ッ
カ
ー

明
治
安
田
Ｊ
２
「
ザ
ス
パ
ク
サ

ツ
群
馬
」
の
ク
ラ
ブ
運
営
や
地

域
に
根

差
し
た
ス
ポ
ー
ツ
振

興
な
ど
を
視
察
し
た
。

日
は

前
橋
女
子
高
と
女
子
サ
ッ
カ

ー
プ
レ
ナ
ス
な
で
し
こ
リ
ー
グ

１
部
「
バ
ニ
ー
ズ
群
馬
Ｆ
Ｃ
ホ

ワ
イ
ト
ス
タ
ー
」
を
訪
ね
る

予
定
。

（
栗
原
綾
菜
）

協定を結んだ 左から アバ

カール氏と山本市長

山本市長 右から５番目 から感謝状を受け取る

太陽の会メンバー

前橋市がまちづくりファンド

馬場川通り改修助成１号

前
橋
市
が
寄
付
な
ど
を
原
資
に

設
立
方
針
を
示
し
て
い
た
ま
ち
づ

く
り
推
進
基
金
に
つ
い
て
、
市
は

日
、
共
同
推
進
型
ま
ち
づ
く
り

フ
ァ
ン
ド
「
市
ア
ー
バ
ン
デ
ザ
イ

ン
フ
ァ
ン
ド
」
を
立
ち
上
げ
、
第

１
弾
の
助
成
先
と
し
て
、
前
橋
デ

ザ
イ
ン
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン（
Ｍ
Ｄ
Ｃ
、

同
市
本
町
）
が
市
中
心
街
で
取
り

組
む
馬
場
川
通
り
改
修
事
業
を
選

定
し
た
と
発
表
し
た
。

フ
ァ
ン
ド
の
原
資
は
、
同
市
の

企
業
経
営
者
ら
で
つ
く
る
ま
ち
づ

く
り
支
援
団
体「
太
陽
の
会
」（
会

長
・
田
中
仁
ジ
ン
ズ
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス
Ｃ
Ｅ
Ｏ
）
の
寄
付
金
１
億

円
と
、
フ
ァ
ン
ド
を
共
同
設
立
し

た
民
間
都
市
開
発
推
進
機
構
（
東

京
都
）
の
拠
出
金
１
億
円
の
計
２

億
円
。

今
後
、
市
の
広
報
や
交
流
サ
イ

ト
（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
）
な
ど
を
通
じ
て
一

般
企
業
や
市
民
ら
か
ら
も
寄
付
を

募
る
。
ふ
る
さ
と
納
税
の
活
用
も

検
討
す
る
。

市
市
街
地
整
備
課
に
よ
る
と
、

Ｍ
Ｄ
Ｃ
は
フ
ァ
ン
ド
が
助
成
す
る

２
億
円
と
、
太
陽
の
会
が
別
に
寄

付
し
た
２
億
円
の
計
４
億
円
を
活

用
し
、
遊
歩
道
公
園
と
車
道
の
一

体
的
な
再
整
備
な
ど
を
進
め
る
。

今
月
中
に
着
工
し
、
２
０
２
３
年

月
に
完
了
す
る
予
定
。
通
り
の

維
持
管
理
や
イ
ベ
ン
ト
開
催
な
ど

に
も
取
り
組
む
。

市
は
同
日
、
太
陽
の
会
に
感
謝

状
を
贈
呈
し
た
。
山
本
龍
市
長
は

「
公
共
事
業
を
民
間
が
運
営
す
る

モ
デ
ル
に
な
る
よ
う
な
取
り
組

み
。
お
礼
を
申
し
上
げ
る
」
と
述

べ
た
。

（
栗
原
綾
菜
）

南
ス
ー
ダ
ン
選
手

今
後
も
受
け
入
れ

前
橋
市
が
交
流
協
定

県内観光地が歓迎
コ
ロ
ナ
禍
で
打
撃
を
受
け
た
地
域
経
済
の
活
性
化
策
と

し
て
旅
行
代
を
割
り
引
く
な
ど
す
る
政
府
の
「
全
国
旅
行

支
援
」
が
始
ま
り
、
水
際
対
策
の
大
幅
な
緩
和
で
外
国
人

観
光
客
の
入
国
規
制
が
実
質
的
に
コ
ロ
ナ
前
の
水
準
に
戻

さ
れ
た

日
、
温
泉
を
は
じ
め
と
す
る
県
内
の
観
光
地
か

ら
歓
迎
と
期
待
の
声
が
相
次
い
だ
。
旅
行
支
援
を
早
速
使

っ
た
観
光
客
は
ほ
く
ほ
く
顔
だ
っ
た
が
、
う
ま
く
制
度
の

恩
恵
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
人
も
い
た
。

観
光
客
が
散
策
す
る
伊
香

保
石
段
街

日
午
後
１

時
ご
ろ
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「
宿
泊
割
引
は
お
得
だ
し
、

ク
ー
ポ
ン
も
い
い
」
。
新
潟
県

か
ら
草
津
温
泉
（
草
津
町
）
を

訪
れ
た

代
の
４
人
組
は
旅
行

支
援
の
開
始
日
に
合
わ
せ
て
宿

泊
先
を
予
約
し
た
。
湯
畑
の
ラ

イ
ト
ア
ッ
プ
や
ホ
テ
ル
の
食
事

を
楽
し
み
に
す
る
。

一
方
、
埼
玉
県
の

代
女
性

は
数
日
前
、
旅
行
会
社
か
ら
の

メ
ー
ル
で
「

月
３
日
以
前
に

入
れ
た
予
約
は
適
用
外
」
と
知

ら
さ
れ
た
。
支
援
を
受
け
た
け

れ
ば
予
約
を
取
り
直
す
よ
う
案

内
さ
れ
た
が
「
キ
ャ
ン
セ
ル
料

の
方
が
高
く
て
。
政
府
に
も
っ

と
早
く
発
表
し
て
ほ
し
か
っ

た
」
と
が
っ
か
り
し
て
い
た
。

草
津
温
泉
観
光
協
会
に
よ
る

と
、
４
〜
８
月
の
入
り
込
み
客

数
は
、
年
間
約
３
２
７
万
人
で

最
多
だ
っ
た
２
０
１
９
年
度
の

同
時
期
の
９
割
に
回
復
し
た
。

福
田
俊
介
事
務
局
長
は
「
県
民

割
と
違
い
、
東
京
か
ら
の
観
光

客
が
増
え
る
の
が
大
き
い
。
年

間
３
０
０
万
人
台
も
見
え
て
く

る
」
と
話
し
た
。

「
喜
び
の
宿

高
松
」
（
同

町
）
は
タ
イ
や
台
湾
、
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
な
ど
東
南
ア
ジ
ア
の
個

人
客
か
ら
の
予
約
や
問
い
合
わ

せ
が
目
立
つ
と
い
う
。
「
日
本

旅
館
の
風
情
や
温
泉
文
化
、
雪

景
色
な
ど
、
草
津
は
外
国
人
に

売
り
込
め
る
ポ
イ
ン
ト
が
多

い
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
宿
泊
は

コ
ロ
ナ
前
の
水
準
に
戻
り
つ
つ

あ
り
、
円
安
も
追
い
風
だ
」
と

手
応
え
を
感
じ
取
る
。

四
万
温
泉
（
中
之
条
町
）
に

は
旅
行
支
援
を
活
用
し
た
と
み

ら
れ
る
親
子
連
れ
の
姿
が
あ
っ

た
。
四
万
温
泉
協
会
の
宮
崎
博

行
事
務
局
長
は
「
外
国
人
は
初

め
は
東
京
に
近
い
熱
海
や
箱
根

を
目
指
す
と
思
う
。
冬
に
は
四

万
に
足
を
伸
ば
し
て
く
れ
れ

ば
」
と
今
後
に
期
待
し
た
。

伊
香
保
温
泉
（
渋
川
市
）
の

石
段
街
に
は

日
、
連
休
明
け

に
も
か
か
わ
ら
ず
一
定
の
人
出

が
あ
っ
た
。
渋
川
伊
香
保
温
泉

観
光
協
会
の
関
口
征
治
会
長
は

「
円
安
を
生
か
し
、
観
光
を
輸

出
産
業
と
捉
え
て
外
国
人
観
光

客
を
呼
び
込
み
た
い
」
と
意
欲

を
見
せ
た
。

わ
た
ら
せ
渓
谷
鉄
道
の
品
川

知
一
社
長
は
「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

消
費
に
大
い
に
期
待
し
て
い

る
。
た
だ
、
地
方
ま
で
効
果
が

波
及
す
る
に
は
時
間
が
か
か
る

の
で
は
な
い
か
。
す
ぐ
に
始
め

る
企
画
は
な
い
が
、
準
備
し
て

お
き
た
い
」
と
話
し
た
。

（
ま
と
め

高
野
聡
）

サ
マ
ー
ボ
ブ
ス
レ
ー
の

運
行
作
業
中
に
指
負
傷

太
田
・
こ
ど
も
の
国

契
約
社
員
の
男
性

日
午
後
０
時
５
分
ご
ろ
、

太
田
市
長
手
町
の
「
ぐ
ん
ま
こ

ど
も
の
国
」
で
、
そ
り
で
斜
面

を
滑
り
降
り
る
遊
具
「
サ
マ
ー

ボ
ブ
ス
レ
ー
」
の
運
行
作
業
を

し
て
い
た
同
市
岩
瀬
川
町
、
同

施
設
契
約
社
員
、
戸
森
滋
宏
さ

ん

が
、
そ
り
と
運
搬
用
リ

フ
ト
の
荷
台
の
間
に
右
手
の
小

指
を
挟
ま
れ
、重
傷
を
負
っ
た
。

太
田
署
に
よ
る
と
、
戸
森
さ

ん
は
人
の
乗
っ
て
い
な
い
そ
り

を
リ
フ
ト
の
荷
台
に
乗
せ
る
作

業
を
し
て
い
た
。
同
署
が
事
故

原
因
を
調
べ
て
い
る
。
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